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の実現に向けて、皆様のご意見・ご提案をもとに町政を進めて参ります。
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ボランティアの芽を育てよう！�ボランティアの芽を育てよう！�
　1111月2424日、五色町民センターで「第日、五色町民センターで「第15回暮らしと健康・回暮らしと健康・
共生を考える住民の集い」が開催されました。共生を考える住民の集い」が開催されました。�
　この日、洲本・五色のボランティア団体が集まり、それ　この日、洲本・五色のボランティア団体が集まり、それ
ぞれの団体の活動報告や団体間の情報交換が行われましたぞれの団体の活動報告や団体間の情報交換が行われました。
（写真は五色町ボランティアグループ「（写真は五色町ボランティアグループ「HeartsHearts」の皆さん」の皆さん
の手話による歌です。）の手話による歌です。）�

　11月24日、五色町民センターで「第15回暮らしと健康・
共生を考える住民の集い」が開催されました。�
　この日、洲本・五色のボランティア団体が集まり、それ
ぞれの団体の活動報告や団体間の情報交換が行われました。
（写真は五色町ボランティアグループ「Hearts」の皆さん
の手話による歌です。）�
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基
本
的
協
定
項
目 

必
要
協
定
項
目�

洲 本 市・五 色 町�
合併したらどう変わる？�
平成平成1515年２月1010日、來馬章雄五色町長來馬章雄五色町長と中川中川啓一洲本市長啓一洲本市長
が、「洲本市「洲本市・五色町五色町の合併の合併に関する覚書」覚書」に調印調印して以降以降、
合併協議会で様々な事項が調整されてきました。ここでは住
民の皆様に調整事項の内容について抜粋して紹介します。 

 

　
洲
本
市
及
び
津
名
郡
五
色
町
を

廃
止
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
新
し

い
市
を
設
置
す
る
新
設
合
併
（
対

等
合
併
）
と
す
る
。�

　
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に
合

併
す
る
も
の
と
す
る
。�

　
新
市
の
名
称
は
、旧
市
町
名
を
使

用
せ
ず
、一
般
公
募
の
う
え
、決
定
す

る
も
の
と
す
る
。 
※
先
に
公
募
し
た

応
募
作
品
の
中
か
ら
５
点
の
候
補
を

選
定
し
、こ
れ
ら
の
候
補
の
中
か
ら
、

新
市
の
名
称
を
決
定
し
ま
す
。�

○
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
関
す
る
こ
と�

○
新
市
の
名
称
に
関
す
る
こ
と�

○
合
併
の
期
日
に
関
す
る
こ
と�

○
合
併
の
方
式
に
関
す
る
こ
と�

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、洲
本
市

本
町
三
丁
目
４
番
10
号（
現
洲
本
市

役
所
）に
置
く
も
の
と
す
る
。
ま
た
、健

康
福
祉
等
機
能
を
分
担
す
る
庁
舎
を

五
色
町
内
に
置
く
も
の
と
す
る
。�

○
財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と�

　
洲
本
市
及
び
津
名
郡
五
色
町
の
所

有
す
る
財
産
、施
設
及
び
債
務
は
、す

べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。 

○
使
用
料
、
手
数
料
の
取
扱
い
に
関

す
る
こ
と�

○
市
町
立
学
校
等
の
通
学
区
域
の

取
扱
い
に
関
す
る
こ
と�

◆
通
学
区
域
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。�

○
姉
妹
都
市
等
の
取
扱
い
に
関
す

る
こ
と�

　
姉
妹
都
市
等
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
調
整

す
る
。 

○
公
営
住
宅
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と�

◆
住
宅
使
用
料
の
算
定
基
礎
に
つ
い

て
は
、
新
市
に
引
き
継
ぎ
調
整

す
る
。�

○
診
療
所
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
。�

◆
国
民
健
康
保
険
診
療
所
に
つ
い
て

は
、
洲
本
市
に
１
診
療
所
、
五
色

町
に
３
診
療
所
が
あ
り
、
現
行
の

と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。�

◆
認
定
道
路
、
河
川
等
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
引
き
継
ぐ
。�

◆
路
線
認
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
新

市
発
足
ま
で
に
調
整
す
る
。�

○
建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い
に
関

す
る
こ
と
。�

○
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、
交
付
金

等
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と�

○
地
方
税
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と�

○
各
種
福
祉
制
度
の
取
扱
い
に
関

す
る
こ
と 

◆
児
童
手
当
は
、
現
行
の
と
お
り

新
市
に
引
き
継
ぐ�

◆
児
童
扶
養
手
当
は
、
差
異
は
な
い

が
、
認
定
・
支
給
事
務
等
は
五
色

町
分
は
県
か
ら
市
に
移
譲
さ
れ

る
た
め
、
洲
本
市
の
例
に
よ
る
。�

◆
福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
、
洲
本
市

の
例
に
よ
る
。�

※
洲
本
市
の
例�

　
支
給
要
件
及
び
手
当
の
額�

・
身
体
障
害
者
（
児
）�

　
１
〜
２
級
１，
８
０
０
円
／
月�

　
　
　
３
級
１，
５
０
０
円
／
月�

・
知
的
障
害
者
（
児
）�

　
　
　
重
度
１，
８
０
０
円
／
月�

・
母 

子�
  

母
と
義
務
教
育
前
の
子
供
１
人
の
場
合�

　
　
　
　
　
１，
８
０
０
円
／
月
、�

　
　
１
人
増
は
　

５
０
０
円
／
月�

・
精
神
障
害
者�

　
　
　
１
級
１，
８
０
０
円
／
月 �

◆
手
数
料
に
つ
い
て
は
、ほ
と
ん
ど
の

部
分
で
差
異
が
な
い
の
で
新
市
発

足
ま
で
に
調
整
す 

る
。�

◆
各
種
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て

は
、現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き

継
ぎ
、新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。�

◆
個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、�

　
標
準
税
率

　
標
準
税
率
※1
を
採
用
す
る
。�

※
１
標
準
税
率�

　
地
方
公
共
団
体
が
課
税
す
る
場

合
に
通
常
よ
る
べ
き
税
率
と
し
て
法

定
さ
れ
て
い
る
税
率
を
い
う
。�

○
個
人
の
均
等
割
の
標
準
税
率 �

①
人
口
50
万
人
以
上
の
市�３，

０
０
０
円�

②
人
口
５
万
人
以
上
50
万
人
未
満

の
市
　
　
　
　
　
　  

２，
５
０
０
円�

③
①
②
以
外
の
市
町
村� ２，

０
０
０
円�

◆
法
人
市
民
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、

洲
本
市
の
例
に
よ
る
。た
だ
し
、合

併
後
５
カ
年
は
、現
行
の
税
率
を

採
用
し
、不
均
一
課
税
と
す
る
。 �

◆
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、現
行

の
と
お
り
と
す
る
。�

◆
軽
自
動
車
税
は
現
行
の
と
お
り

と
す
る�

◆
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、洲
本

市
の
例
に
よ
る
。 

※
五
色
町
が

都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
た

場
合
税
率
０
・
２
％�

◆
現
行
の
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、

交
付
金
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

公
共
的
必
要
性
、有
効
性
、公
平

性
の
観
点
か
ら
調
整
す
る
。�

∏
同
一
あ
る
い
は
同
種
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
、統
一
の
方
向
で
調
整
す

る
。�

π
独
自
の
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
等
の
目
的
を
明
確
化
し
、

従
来
の
実
績
等
を
考
慮
し
、均
衡

を
保
つ
よ
う
調
整
す
る
。�

∫
整
理
統
合
で
き
る
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
統
合
、
廃
止
で
き
る
よ
う

調
整
す
る
。�
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平成15年２月10日、來馬章雄五色町長と中川啓一洲本市長
が、「洲本市・五色町の合併に関する覚書」に調印して以降、
合併協議会で様々な事項が調整されてきました。ここでは住
民の皆様に調整事項の内容について抜粋して紹介します。 

○洲本市・五色町合併協議会  @26－3777�
　ホームページ: �
　http://www11.ocn.ne.jp/ s̃ggappei/�
　E-mail：sumotogoshki@ceres.ocn.ne.jp�
○各市町合併推進窓口�
　五色町総務課　@33－0160�
　洲本市企画課　@22－3321  

【合併についての問い合わせ先 】�

◆
公
共
下
水
道
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
洲
本
市
の
例
に
よ
る
。�

※
洲
本
市
の
例�

所
有
す
る
土
地
の
面
積
に
、
１
㎡

当
た
り
４
０
０
円
を
乗
じ
た
額 �

◆
特
定
環
境
保
全
事
業
分
担
金
に

つ
い
て
は
、
五
色
町
の
例
に
よ
る
。 

※
五
色
町
の
例�

　
　
公
共
桝
１
箇
所
当
た
り�

１
６
５，
０
０
０
円�

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
の
加
入
分

担
金
に
つ
い
て
は
、
五
色
町
の
例

に
よ
る
。�

※
五
色
町
の
例�

　
汚
水
の
量
に
応
じ
て
算
定
し
た

額�

◆
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。�

○
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
扱
い�

◆
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
新
市
発

足
ま
で
に
統
合
で
き
る
よ
う
に
調

整
に
務
め
る
。 �

◆
事
業
委
託
等
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
事
情
を
尊
重
し

な
が
ら
、
新
市
発
足
ま
で
に
調
整

す
る
。�

○
塵
芥
処
理
に
関
す
る
こ
と 

◆
父
子
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
五

色
町
の
例
に
よ
る
。 �

※
五
色
町
の
例�

　
支
給
要
件
及
び
手
当
の
額�

配
偶
者
と
死
別
又
は
離
婚
し
て

い
る
男
子
で
か
つ
婚
姻
を
し
て
い

な
い
18
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し

て
い
る
者 �

子
供
１
人
に
つ
き�５，

０
０
０
円
／
月 �

◆
母
子
家
庭
就
学
祝
金
に
つ
い
て

は
、
五
色
町
の
例
に
よ
る
。�

※
五
色
町
の
例�

支
給
要
件
及
び
手
当
の
額�

母
子
家
庭
及
び
父
母
の
い
な
い
家
庭�

高
校
入
学
時
に
１
０
０，
０
０
０
円�

◆
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と

お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
保
育

時
間
は
、
現
行
の
保
育
時
間
を

基
本
と
し
て
新
市
発
足
ま
で
に

調
整
す
る
。�

◆
延
長
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、

未
実
施
の
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
お
い
て
実
施
で
き
る
よ
う

調
整
す
る
。�

◆
３
歳
未
満
児
保
育
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き

継
ぐ
。�

◆
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
国
の
徴
収

基
準
を
参
考
に
新
市
発
足
ま
で

に
調
整
す
る
。
た
だ
し
、
合
併
年

度
の
残
存
期
間
の
あ
る
場
合
の

そ
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
と
お
り
と
す
る
。�

◆
指
定
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
は
、
新

市
発
足
後
も
、
当
分
の
間
は
現

行
の
と
お
り
と
し
、
有
料
化
も

含
め
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す

る
。�

◆
ゴ
ミ
減
量
化
機
器
等
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と
す

る
。�

　
∏
生
ゴ
ミ
処
理
機�

　
　
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。�

　
π
コ
ン
ポ
ス
ト�

　
　
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。�

　
∫
分
別
コ
ン
テ
ナ�

　
　
制
度
を
廃
止
す
る
。�

◆
生
し
尿
処
理
に
つ
い
て
は
、
五

色
町
の
例
に
よ
る
。�

※
五
色
町
の
例�

　
①
収
集
方
法�

　
　
許
可
業
者
に
よ
る
収
集�

　
②
手
数
料�

個
人
の
家
庭
よ
り
直
接
業
者

へ
料
金
を
支
払
う�

◆
浄
化
槽
汚
泥
処
理
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。�

◆
犬
・
猫
等
の
死
体
処
理
に
つ
い

て
は
洲
本
市
の
例
に
よ
る
。�

※
洲
本
市
の
例 �

飼
い
主
に
よ
る
市
へ
の
持
ち
込
み�

手
数
料
１，
５
０
０
円�

市
職
員
に
よ
る
引
き
取
り�

手
数
料
２，
５
０
０
円�

○
下
水
道
事
業
の
取
扱
い
に
関
す

る
こ
と 

　
標
準
税
率
※1

１．基本的協定項目�
●合併の方式に関すること�
◎合併の期日に関すること�
◎新市の名称に関すること�
●新市の事務所の位置に関すること�
●財産及び債務の取扱いに関すること    �
２．合併特例法に規定されている協定項目�
○議会議員の定数及び任期の取扱いに関すること�
●農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いに関
すること�

●地方税の取扱いに関すること�
●一般職の職員の身分の取扱いに関すること�
○地域審議会に関すること�
３．その他必要協定項目�
●特別職の職員の身分の取扱いに関すること�
●条例、規則等の取扱いに関すること�
○事務機構及び組織に関すること�
○一部事務組合等の取扱いに関すること�
◎使用料、手数料等の取扱いに関すること※一部確認�
●公共的団体等の取扱いに関すること�
●各種団体への補助金、交付金等の取扱いに関する
こと�
○町、字の区域及び名称の取扱いに関すること�
●市町の慣行の取扱いに関すること      �
○国民健康保険事業の取扱いに関すること�
◎介護保険事業の取扱いに関すること�
◎消防団の取扱いに関すること�
各種事務事業の取扱いに関すること�
●情報公開の取扱いに関すること�
●防災関係に関すること�
●姉妹都市等の取扱いに関すること�
●納税関係の取扱いに関すること�
●電算システム事業の取扱いに関すること�
●情報関係事業の取扱いに関すること�
●広聴広報関係事業の取扱いに関すること�
●各種福祉制度の取扱いに関すること�
●人権（同和）対策関係事業の取扱いに関すること�
●社会福祉協議会の取扱いに関すること�
●保健衛生関係事業の取扱いに関すること�
●農林水産関係事業の取扱いに関すること�
●商工観光関係事業の取扱いに関すること�
●都市計画関係事業の取扱いに関すること�
●建設関係事業の取扱いに関すること�
●公営住宅の取扱いに関すること�
○水道事業の取扱いに関すること�
◎下水道事業の取扱いに関すること※一部確認�
●市町立学校等の通学区域の取扱いに関すること�
●学校教育関係の取扱いに関すること�
◎社会教育関係の取扱いに関すること※一部確認�
●行政区(自治会・行政連絡機構)関係の取扱いに
関すること�

◎診療所の取扱いに関すること※一部確認�
○学校給食関係の取扱いに関すること�
◎塵芥処理に関すること※一部確認�

○新市建設計画に関すること�
○その他必要な事項に関すること�

　●印は基本方針が確認された項目�
　◎印は現在協議中の項目�
　○印は今後協議する項目�
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11月5日、都志大日の健康村下のコスモス畑で、「花老コスモスまつ

り」が行われました。

このまつりは、五色町老人クラブ連合会が主催するもので、町内の

保育園児らを招待し、満開のコスモス畑で花を摘んだり、昔ながらの

竹とんぼやシャボン玉で遊び、楽しいひとときを過ごしました。

花老
おいおい

コスモスまつり▼

11月6日、富山県にて開催された平成15年母子保健

家族計画全国大会～健やか親子21全国大会～で塔下麗

子さん（堺）が厚生労働大臣表彰を受けました。

塔下さんは、昭和55年五色町愛育班を結成し、地域

の母子保健の相談役として活躍し、町内や県でも愛育

班活動の交流を図り、母子保健に大きく貢献したとし

て今回の表彰となりました。

ë塔下麗子さん（堺）
厚生労働大臣表彰

11月8日、ウェルネスパーク五色にて

NPO法人神戸まちづくり研究所が主催す

る「兵庫まちづくりプラットホーム」ワ

ークショップin五色が開催されました。

この事業は、田園の伝統的景観の保全

と持続可能な多自然居住の調和を図ろう

と行われているもので、今回は、五色町

で進められている「共生の里」構想を中

心に討論がなされました。

ëまちづくり
ワークショップ in 五色

ごしき�
NOW
ごしき�
NOW

毎年恒例となりました「淡路へその市」が、

11月16日、鮎原天神さんの境内で開催されま

した。

この日は、地域でとれた新鮮な農産物・水

産物や掘り出し物を求めて、朝早くから大勢

の人でにぎわっていました。

淡路へその市開催ê
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11月16日、「第14回五色町青少年健全育成大会」が鳥
飼小学校体育館にて開催されました。
この大会は、「こころ豊かでたくましい五色っ子の育

成」を目指し毎年開催しているもので、この日小・中学
生の代表6名が「家族」「地域」をテーマに意見発表しま
した。
その後は、「これが私の生きる道」と題して、タレン

トの亀山房代さんによる講演が行われました。

ë青少年健全育成町民大会

11月16日、鮎原地区を周回コースとしたウォークラリー
大会が開催されました。
この日は春のような陽気の中、参加25チーム93名がグル

ープの部、ファミリーの部に分かれ、コース図をたよりに
歩き、途中にあるチェックポイントで課題にチャレンジし
ながらゴールをめざしていました。
なお、結果は次のとおりです。
《グループの部》（7㎞） 《ファミリーの部》（5㎞）
優勝　片山・山田 優勝　ぼくちゃんず
２位　M＆SA ２位　武ちゃん
３位　仲良し筋トレ仲間 ３位　ドラゴン

第6回五色町ウォークラリー大会
兼第１２回全淡ウォークラリー大会ê

県内のパチンコ業者615店が加盟する兵庫県
遊技業組合と関連の社会福祉法人から、福祉利
用のための自動車1台を寄贈いただきました。
これはパチンコの余り玉などを基金に、介護

が必要な高齢者や障害者らの外出を支援する目
的で行われているものです。
善意の心ありがとうございます。

ë大切に利用します
福祉車両

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
10
月
9
日
　
㈱
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

五
色
技
術
研
究
所

廣
地
弘
幸
、桝
井
浩
一
、尾
家
千
富
、森
脇
伸
介
、林
節

子
、郷
静
枝
、村
上
純
一
、伊
吹
朋
子
、平
岡
律
子
、細

田
有
美
、川
崎
栄
美
、加
田
辰
次（
計
12
名
）

◆
10
月
26
日
　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
五
色

【
ú
五
色
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
】

白
山
三
枝
子
、藤
野
百
合
子

【
五
色
町
社
会
福
祉
協
議
会
】

前
林
良
和
、広
田
好
美
、梶
田
由
美
子
、金
谷
真
己
子

【
五
色
町
商
工
会
】

灘
博
志
、中
野
映
美

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ
】

片
山
大
樹
、新
谷
賢
次
、原
田
雄
樹
、網
代
勝
利
、上
野

宏
美
、山
中
香
織
、橋
本
恵
利

【
一
般
参
加
】

道
満
一
成
、尾
家
初
美
、織
田
正
司
、楠
直
樹
、楠
千
富
、

大
山
津
矢
子
、森
本
慎
一
、森
本
浩
子
、多
田
利
子
、藤

岡
栄
子
、藤
原
睦
美
、秋
田
節
子
、小
林
ゆ
か
り
、加
藤

昌
代
、井
関
昌
子
、藤
田
勝
宣
、森
永
明
代
、浜
田
二
郎
、

桃
井
明
美
、野
島
英
津
子
、山
中
春
代
、松
田
浩
嗣
、藤

野
昌
宏
、竹
田
明
広
、釜
谷
弘
子
、小
川
千
枝
子
、楠
玲

子
、後
藤
節
代
、巽
口
知
、巽
口
郵
子
、興
津
吉
人
、上

原
一
晃
、桃
井
俊
之
、山
中
直
美
、山
中
貴
美
子
、新
居

広
明
、榎
本
州
治
、梅
谷
寿
一
、鯛
中
久
美
子
、森
仁
美
、

宮
内
久
美
、小
川
敏
秀
、栗
山
直
子
、原
田
由
香
、塩
唐

松
照
佳
、小
玉
源
一
、前
田
照
美
、西
銘
和
巳
、箕
浦
博

文
、大
坪
智
子
、斉
藤
て
る
み
、今
田
和
良
、上
野
正
晴
、

浜
西
厚
子
、小
谷
春
奈
、灘
智
博
、西
岡
美
江
、高
田
信

子
、岡
崎
は
な
子
、鮫
島
愛
美
、鮫
島
加
奈
美
、福
島
勝

治
、樋
口
慎
司
、西
野
ゆ
か
り
、坂
本
佳
幸
、石
上
尚
香
、

細
谷
奈
々
、奥
谷
さ
お
り
、高
津
孝
代
、匿
名
の
方
2

名
（
計
86
名
）

愛
の
献
血
参
加
者

＊
次
回
愛
の
献
血
は
、
平
成
16
年
3
月
18
日
∫

10
時
か
ら
15
時
30
分
Ｊ
Ａ
日
の
出
五
色
丘
支
店

発表した子供たち（左から 金谷さん、小谷さん、中野くん、國芳くん、宇野さん、西くん）
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
基
本
的
に
流

行
性
疾
患
で
あ
り
、
一
旦
流
行
が
始

ま
る
と
、
短
期
間
で
乳
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
多
く
の
人
を
巻
き
込
む
と

い
う
点
が
普
通
の
か
ぜ
と
異
な
る
点

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
分
類
で

す
が
現
在
ヒ
ト
の
世
界
で
広
く
流
行

し
て
い
る
の
は
Ａ
型
ソ
連
、
Ａ
型
香

港
、
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
の
３
種
類
で
す
。

毎
年
ど
の
タ
イ
プ
が
主
に
な
る
か
異

な
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑

い
が
あ
れ
ば
早
め
に
医
療
機
関
へ
受

診
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま

す
。当

診
療
所
で
も
例
年
呼
吸
器
感
染

症
を
疑
う
患
者
様
に
対
し
て
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
な

ど
を
活
用
し
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
発
病
１
日
目
や
ウ
イ
ル
ス
が
減

少
す
る
４
日
目
以
降
で
は
偽
陰
性
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
あ
く
ま
で
も

補
助
診
断
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
病

歴
を
よ
く
お
聞
き
し
、
地
域
の
流
行

情
報
と
臨
床
症
状
を
的
確
に
判
断
す

る
こ
と
が
鑑
別
に
大
切
な
事
で
す
。

最
近
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

治
療
薬
と
し
て
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
日
本
で
使
用
可
能
な
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
は
大
き
く
分
け
て
３
種
類
あ
り

ま
す
が
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
ウ
イ
ル

ス
の
増
殖
を
抑
制
し
、
個
体
内
で
の

感
染
の
拡
大
を
阻
止
し
ま
す
。
ま
た
、

免
疫
系
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
の
排
除
を

間
接
的
に
促
進
し
、
治
癒
を
早
め
る

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し

い
ず
れ
の
薬
も
発
症
後
48
時
間
以
内

に
投
与
を
開
始
し
な
い
と
効
果
が
期

待
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
服
薬
も
一
つ
の
治
療

法
で
す
が
、
罹
患
し
た
場
合
最
も
大

切
な
の
は
安
静
、
休
養
、
睡
眠
、
水

分
補
給
で
す
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥

す
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り

や
す
く
な
る
の
で
、
部
屋
の
湿
度
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
早
め
に
治

療
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
体
を
守
る

だ
け
で
な
く
、
他
の
人
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
う
つ
さ
な
い
と
い
う
意
味

で
も
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
か
な
め
は

ワ
ク
チ
ン
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
製
造
量
は

１，
４
７
０
万
本
と
昨
年
度
に
比
べ

て
１
・
４
倍
に
増
量
さ
れ
る
予
定
で

す
。
全
国
の
医
師
会
で
も
特
に
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
昨
年
の
35
％
か

ら
今
シ
ー
ズ
ン
は
70
％
に
上
げ
る
方

針
の
よ
う
で
す
。
あ
る
研
究
機
関
に

よ
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
病

を
45
％
、
死
亡
を
80
％
阻
止
す
る
効

果
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

が
現
れ
る
の
は
、
接
種
を
受
け
て
か

ら
約
２
週
間
後
、
効
果
が
持
続
す
る

の
は
約
５
ヶ
月
間
（
個
人
差
あ
り
）

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
回
接
種
で

は
４
週
間
ほ
ど
間
隔
を
あ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
接
種
回
数
が
１
回
か

２
回
か
の
最
終
的
判
断
は
、
接
種
す

る
医
師
の
判
断
に
な
り
ま
す
の
で
、

接
種
の
際
に
は
こ
れ
ま
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
な

し
、
過
去
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
あ
る
な

し
と
そ
の
時
期
、
現
在
の
体
調
な
ど

を
担
当
医
師
に
充
分
伝
え
一
度
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
幼
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
合
併
症
で
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
意
識
が

は
っ
き
り
し
な
い
、
水
分
接
種
の
あ

と
す
ぐ
吐
く
、
け
い
れ
ん
な
ど
で
発

症
す
る
急
性
脳
症
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
様
な
症
状
が
み
ら

れ
た
と
き
は
す
ぐ
に
医
療
機
関
へ
相

談
し
て
下
さ
い
。
高
齢
者
の
方
は
流

行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

い
る
時
は
、
人
混
み
へ
の
外
出
は
避

け
ま
し
ょ
う
。
同
居
、
世
話
し
て
お

ら
れ
る
方
も
予
防
接
種
を
行
う
な
ど

の
対
策
を
と
っ
て
外
か
ら
ウ
イ
ル
ス

を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

医
　
師�

の
ま
ど�
医
　
師�

の
ま
ど�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

鮎

原

診

療

所所
　
長

籠
　
重
　
昌
　
弘

昨
シ
ー
ズ
ン
は
過
去
10
年
間
で
２

番
目
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

た
年
に
な
り
ま
し
た
。

普
通
の
か
ぜ
の
症
状
は
、
の
ど
の

痛
み
、
鼻
汁
、
く
し
ゃ
み
や
咳
が
中

心
で
全
身
症
状
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
厚
生
労
働
省
の
診
断
基
準
で

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
突
然
の

発
症
、
38
度
を
超
え
る
発
熱
、
上
気

道
炎
症
状
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉

痛
や
全
身
倦
怠
感
等
の
全
身
症
状
な

ど
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

気
管
支
炎
、
肺
炎
、
小
児
で
は
中
耳

炎
、
熱
性
け
い
れ
ん
な
ど
を
併
発
し

重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。
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人
は
誰
で
も
、
あ
る
程
度
の
年
齢

に
な
る
と
聴
力
が
低
下
し
て
い
く
も

の
で
す
。
次
の
グ
ラ
フ
は
平
均
値
で

す
か
ら
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
30

歳
代
か
ら
徐
々
に
聴
力
が
低
下
し
て

い
る
事
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
変
化
は
非
常
に
ゆ
っ
く
り
進
行

し
ま
す
の
で
、
ご
本
人
は
気
が
つ
き

ま
せ
ん
が
、
周
り
に
い
る
人
や
ご
家

族
の
心
遣
い
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
聞

こ
え
が
悪
い
事
に
気
が
つ
い
た
ら
、

ま
ず
耳
鼻
科
医
の
診
断
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

次
の
質
問
に
ご
家
族
と
一
緒
に
、

は
い
「
○
」、
い
い
え
「
×
」
を
つ

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
３
〜
４
人
の
集
ま
り
で
、
声
の
小

さ
い
人
の
話
が
聞
き
に
く
い
。

●
に
ぎ
や
か
な
街
中
で
立
ち
話
を
し

た
と
き
、
相
手
の
話
が
聞
き
取
れ

な
い
こ
と
が
あ
る
。

●
銀
行
、
役
所
な
ど
で
名
前
を
呼
ば

れ
て
も
聞
き
の
が
す
こ
と
が
あ

る
。

●
人
と
話
し
て
い
る
と
き
、
し
ば
し

ば
聞
き
返
す
（
二
度
聞
き
）
こ
と

が
あ
る
。

●
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
音
が
大
き
す

ぎ
る
と
家
族
に
い
わ
れ
る
。

●
ド
ア
チ
ャ
イ
ム
や
電
話
の
呼
び
出

し
音
を
聞
き
の
が
す
。

●
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

結
果
に
ひ
と
つ
で
も
○
が
あ
る
方

は
、
聴
力
が
低
下
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
早
い
時
期
に

耳
の
検
査
を
お
受
け
に
な
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

耳
鼻
科
医
の
診
断
を
受
け
、
補
聴

器
を
勧
め
ら
れ
た
場
合
は
、
進
ん
で

早
期
着
用
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
何
事
も
早
く
始
め
れ
ば
、
順
応

し
や
す
く
、
覚
え
も
早
い
か
ら
で
す
。

ひ
い
て
は
そ
れ
が
楽
し
い
語
ら
い
に

つ
な
が
り
ま
す
。

次
の
４
タ
イ
プ
の
補
聴
器
が
あ
り

ま
す
。
専
門
家
に
相
談
し
て
、
自
分

に
ふ
さ
わ
し
い
補
聴
器
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

保
健
師�

の
ま
ど�
保
健
師�

の
ま
ど�

聴
力
の
低
下
に
つ
い
て

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
師

坂
口
真
智
子

●
補
聴
器
を
使
い
始
め
る

タ
イ
ミ
ン
グ

●
自
分
に
合
っ
た補

聴
器
選
び

聴
力
の
低
下
は
誰
に
で
も
起
こ
る

生
理
現
象
で
す
。
気
持
ち
の
上
で
は

若
く
て
健
康
な
つ
も
り
で
も
、
難
聴

も
老
眼
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
進
む
も

の
で
す
。
是
非
年
に
一
度
は
聞
こ
え

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、「
聞
こ
え
る
」
と
い
う

こ
と
が
も
た
ら
す
、
人
生
の
豊
か
さ

や
楽
し
み
を
心
ゆ
く
ま
で
享
受
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
聞
く
楽
し
み
、

語
り
合
う
楽
し
み
を

●
あ
な
た
の
耳
の
聞
こ
え
は

い
か
が
で
す
か
？

●
年
に
一
度
は

聞
こ
え
の
チ
ェ
ッ
ク
を

■日本人の年齢別による聴力低下�

聴覚検査法（第2版）より（鈴木）�

30才台�
0

10

20

30

40

50

60

70
dB

125
250

500
1000

2000
3000

4000
5000

6000
Hz�
（周波数）�

40才台�

50才台�

60才台�

70才台�
80才台�
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Ｈ15年町ぐるみ健診（要精密/要医療のみ）�

0

200

400

600

800

貧血1 肝臓� 糖尿� 腎臓� 尿酸� 肥満�高血圧�高T－CHO 高LDL 低HDL 高TG

人� 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～�

糖 尿 異 常 率�

0

2

4

6

8

10

12

14

20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～�歳�

％� 糖尿男� 糖尿女�

高 脂 血 症 異 常 率�

0

10

20

30

40

50

20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～�歳�

％�

高T－CHO男�

高T－CHO女�

高LDL男�

高LDL女�

低HDL男�

低HDL女�

高TG男�

高TG女�

　
９
月
に
行
い
ま
し
た
町
ぐ
る
み
健

診
の
全
体
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。�

　
判
定
結
果
を
見
る
と
、
近
年
の
五

色
町
の
特
徴
と
し
て
、
糖
尿
病
が
多

い
（
受
診
者
の
14
％
）
状
態
は
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
肥
満
傾
向
の
高
い
地

区
に
比
例
し
て
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
高
脂
血
症
、

高
血
圧
な
ど
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る

リ
ス
ク
を
合
併
し
て
い
る
方
も
多
く

見
ら
れ
ま
す
。�

　
30
歳
代
に
な
る
と
糖
尿
病
の
疑
い

の
あ
る
方
が
見
つ
か
り
、
特
に
女
性

は
年
代
が
増
す
に
つ
れ
比
率
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
高
脂
血
症
は
受
診
者
の
約
６
割
が

異
常
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
男

女
共
に
40
歳
代
を
境
に
増
加
傾
向
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

�
　
要
精
検
、
要
医
療
と
指
摘
さ
れ
た

方
は
、
必
ず
医
療
機
関
で
再
検
査
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
て
い
る
健
康

教
室
や
患
者
会
に
参
加
し
、
日
頃
の

食
事
や
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
見
直

し
て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。�

　
健
診
を
き
っ
か
け
に
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
イ
キ

イ
キ
活
動
的
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。�
�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
保
健
セ
ン
タ
ー
@
33
―
０
５
９
６�

日
頃
の
健
康
管
理
に
役
立
て
よ
う

日
頃
の
健
康
管
理
に
役
立
て
よ
う�

日
頃
の
健
康
管
理
に
役
立
て
よ
う�

町
ぐ
る
み
健
診
結
果
報
告

町
ぐ
る
み
健
診
結
果
報
告�
町
ぐ
る
み
健
診
結
果
報
告�

年に1度は健康診断を受けましょう。�
【日時】平成16年1月25日（日）�
　　　午前8時～11時30分�
【場所】五色町民センター�
【対象】夏期町ぐるみ健診受診者及び誕生月健診�
 受診者以外の方（申込必要）�
【締切】平成16年1月9日（金）�
【内容・料金】�
　基本健診（血液・血圧・尿・眼底・心電図） 1，000円�
　胃がん検診（胃透視） 1，000円�
　肺がん検診（レントゲン） 無　料�
　大腸がん検診 500円�
　前立腺がん検診 500円�
　　　（50歳以上の男性を対象）�
　肝炎ウィルス検診 800円�
　子宮ガン検診 1，000円�
　　　（30歳以上の女性が対象）�
　乳がん検診（マンモグラフィー・視触診） 1，000円�
【申込・問い合わせ先】�
　保健センター　（@33－0596）�

冬期町ぐるみ健診のお知らせ�
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至洲本�

至一宮�

至津名�

至洲本�

（町内一周駅伝コース）�

至湊�

都志�

鳥飼� 広石�

堺�

鮎原�

萬世橋�

鳥飼郵便局�

五色五色�
中学校中学校�
五色�
中学校�

太田尾バス停�

五色自動車�

県
道
津
名五
色三原
線�

札
の
辻�

県道鳥飼浦洲本線
県道鳥飼浦洲本線�
県道鳥飼浦洲本線�

D

A

B

C

F

E

文�

文�

文�

文�

老人大学老人大学�老人大学�

鮎原天神鮎原天神�
信号信号�

鮎原天神�
信号�

★第１７回瀬戸内海オープンゲートボール大会�
（１５・１６日）　アスパ五色�
優勝　柱松チーム（中谷優夫、大道豊馬、金田穆明、
前田福美、山口八洲夫）�
�
★近畿高校駅伝競走大会�
（16日）大阪府熊取町�
男子　８位　洲本高校（正井孝明）　２時間１３分３２秒�
�
★兵庫県高校駅伝競走大会�
（２日）篠山市�
男子　４位　洲本高校（正井孝明）　２時間１３分７秒�
区間　２位　７区（５㌔）正井孝明  　１５分２１秒�
�
★兵庫県小学生女子サッカー大会        �
（２・９日）神戸市しあわせの村�
優勝　淡路レディース（舟瀬智香紗・三浦早織）�
�
★兵庫県ソフトバレーボールフェスティバル�
（23日）グリーンアリーナ神戸�
トリム ３位　五色堺�
�
★淡路中学校新人柔道大会      �
（２日）南淡町Ｂ＆Ｇ海洋センター武道場�
男子２年軽量級　優勝　十川勇人（五色中）�
�
★第４回ゴーセン杯淡路島ソフトテニス大会      �
（15・16日）三原サイクリングターミナルテニスコートなど�
女子１部　優勝　西田・新家（淡路クラブ）�
女子２部　優勝　大谷・下森（五色中）�
�
★第26回五色町少年野球大会�
（２日）健康村グラウンド�
優勝　堺少年野球クラブ�
�
★第１回アスパ五色杯�
　五色町少女バレーボールクラブ招待�
少女バレーボール大会�
（16日）アスパ五色体育館�
６年生の部　優勝　堺少女バレーボールクラブＡ�
５年生の部　優勝　都志少女バレーボールクラブＢ�
�
★第21回五色町職域親善バレーボールリーグ戦�
（10月15日～11月17日）　アスパ五色体育館�
優勝　Ａブロック　うめばち�
　　　Ｂブロック　蛍光灯（ミサキ電機）�
　　　Ｃブロック　ふぁみりーず広石�
　　　Ｄブロック　けんちゃんクラブ�
�
★第31回五色町男子バレーボール大会�
（30日）アスパ五色体育館�
優勝　鳥飼まけチーム�
�

《問い合わせ先》�
　　役場社会体育課（アスパ五色）　@34－1177�

　　　　　　　　　　　（期間：11月1日～11月30日）�
　このコーナーでは町民の方の各種スポーツ
でおさめた優秀な成績を紹介しています。�

スポーツNOW
　平成16年1月17日に阪神・淡路大震災の犠牲者への「追
悼のつどい」と被災地をともに歩き、震災で学んだ教訓を新
たにするためのウォーク事業を行います。�
○追悼のつどい　午前11時50分～神戸東部新都心�
　　　　　　　　　黙祷、式辞、1.17宣言、献花など�
○ウォークコース　�
　東ルート ①15㌔　西宮市役所 AM7:00～7:30�
 ②10㌔　芦屋・川西運動場（芦屋市） AM7:30～8:00�
 ③ 2㌔　王子公園（神戸市灘区） AM10:30～11:30�
　西ルート ①10㌔　県立文化体育館（神戸市長田区） AM7:30～8:00�
 ② 5㌔　神戸市立中央体育館前 AM9:00～9:30�
○参加申込・問い合わせ先�
　1.17ひょうごメモリアルウォーク実行委員会�
　（兵庫県総括部生活復興課内）�

@078（360）8282（専用電話　AM9:00～PM5:00）�

�
１.１７ひょうごメモリアルウォーク２００４�

－復興の歩みを確かめる－�

�
五色町内一周駅伝競走大会�

開催のお知らせ�
と　き　平成16年１月11日（日）�
　　　　　　　午後2時30分スタート�
ところ　五色町周回コース�
部　門　１部：地区対抗（一般・オープン含）�
　　　　２部：中学・高校�
　　　　３部：女子（中学・高校・一般）�
※大会当日、選手への温かいご声援をお願いします。
　また、交通整理にご協力下さい。�
☆路上駐車は固くお断りします☆�

《問い合わせ先》�
役場社会体育課@34－1177�

第47回�
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ßßßßßßßはぁとふるクッキングßßßßßßß

《作り方》
①ご飯を炊く。
②ごぼうはささがきにし、人参は千切り、干ししいたけは
もどして千切りにする。豆腐は水気をきってサイコロに
切る。
③合鴨肉は細かくきざむ。
④合鴨の油を入れて、豆腐を加えて炒め、合鴨肉も加え
て炒め、ごぼう・人参・しいたけの順に加えて炒める。
⑤調味料としいたけのもどし汁少 を々加えて煮詰める。
⑥炊きたてのご飯に⑤を加えて混ぜ、生姜汁を加えて盛
りつける。
※豆腐が入るので、ヘルシーなご飯料理です。
※合鴨肉は鶏肉に変えてもＯＫ

五色町合鴨研究会

材料4人分

1人分　395kcal

豆
腐
入
り
鴨
め
し

おいしい米を育んだ合鴨を使った料理です

五色町内保育園で訪問サッカー教室開催�
会期：平成18年９月30日ºê10月10日∏�

　この教室は、五色町国体推進員活動の一環として、五色町内の園児に遊びを通して
サッカーの楽しさを体験して、２００６年に五色町内で行われる「のじぎく兵庫国体」少年
男子サッカー競技の普及と啓発を図ることを目的に行われました。�
　10月29日は鮎原保育園、11月13日は都志保育園・鳥飼保育園、11月20日は広石保育
園・堺保育園の計１７６名の園児を対象に、日本女子サッカーリーグで活躍している田崎
ペルーレＦＣの選手５名に指導していただきました。�
　教室では、鬼ごっこ、ボール当て、シュート練習、�
ゲーム等が行われ、園児達は走ったり、ステップした�
りと遊びを通してサッカーに触れ、また、田崎ペルー�
レＦＣの選手達とも交流を深め、思い出となる一日を�
過ごせたことでしょう。�
　五色町では、正式競技として「少年男子サッカー」。�
デモンストレーションとしてのスポーツ行事で「ゲートボール」と「エアロビック（予定）」を
開催します。�

〒656-1344 五色町鳥飼浦2613　 �
五色町国体準備室（アスパ五色内）�

@34－1177　J34－1167

米 ………………２合
合鴨肉……………70g
ごぼう……………60g
にんじん…………60g
干ししいたけ……10g
豆腐 ……………1/2丁

生姜 …………１かけ

醤油 ……大さじ２
塩………小さじ1/2
砂糖 ……大さじ１
酒 ………大さじ２
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（ゆ）メンズデー�

（夢）パンづくり教室（中級）�

（夢）パンづくり教室（中級）�

（夢）年越しそば打ち体験�

（ゆ）キッズデー�
（夢）（茶）定休日�

（ゆ）レディースデー�

（浜）ウェルネスクリスマスパーティー�

（ゆ）オープン7周年記念回数券セール�
（ゆ）夫婦の日（夢）クリスマスケーキづくり体験�

（ゆ）オープン7周年記念回数券セール（夢）お正月フラワ�
ーアレンジメント体験（プリザードフラワー使用）・染色体験�

（夢）お正月フラワーアレンジメント体験（お生花使用）�
（洋）お正月用寄せ植え体験・お正月用生け花体験�

（夢）年越しそば打ち体験�
（浜）大晦日餅つき体験�

（ゆ）先着500名粗品進呈�

元日�
（ゆ）先着500名粗品進呈�

（ゆ）メンズデー�

（茶）定休日（ゆ）キッズデー�
（夢）パンづくり教室（初級・中級）�

（ゆ）レディースデー�

（ゆ）メンズデー�

（ゆ）キッズデー（茶）定休日�

成人の日�

（夢）フレッシュフラワー�
アレンジメント体験�

（ゆ）レディースデー�

〈12月〉�

園内もよおしスケジュール�
12／15～1／15

天皇誕生日（ゆ）オープン7周年記念回数�
券セール（夢）お正月リースづくり体験�

（ゆ）キッズデー�
（茶）定休日�

（浜）浜千鳥　（ゆ）ゆ～ゆ～ファイブ�
（夢）夢工房　（Ｇ）GOGOドーム�
（菜）菜の花ホール　（洋）洋ランセンター�
（茶）おふさ茶屋�

〈1月〉�

ウェルネスパーク五色〔高田屋嘉兵衛公園〕ウェルネスパーク五色〔高田屋嘉兵衛公園〕�ウェルネスパーク五色〔高田屋嘉兵衛公園〕� Wellness

Letter

vol. 79

毎月のもよおし情報などが満載の「高田屋公園イベント情報」を�
ケーブルテレビで放映しています。是非ご覧ください。�
公園ホームページも毎月更新中です！　http://www.takataya.jp/

夢工房体験メニュー�

12/21∂　お正月フラワーアレンジメント体験 12/28∂　お正月フラワーアレンジメント体験 �
（ブリザードフラワー使用）＊限定10名様 　　　　（お生花使用）�
●時間→13:30～●料金→2000円 ●時間→13:30～●料金→約5000円●締切25日�
12/21∂　染色体験（古代米･ケナフの花）　 　 12/30∏　年越しそば打ち体験�
●時間→13:30～●料金→1200円●締切19日 ●時間→①10:00～②14:00～�
12/22∑　クリスマスケーキづくり体験※先着５名様 ●料金→2000円●締切28日�
●時間→10:30～●料金→3200円 12/31π　年越しそば打ち体験�
12/23¥　お正月リースづくり体験 ●時間→10:00～●料金→2000円●締切29日�
●時間→13:30～●料金→2500円●締切21日�

○浜千鳥　@33-1600 ○ゆ～ゆ～ファイブ　@33-1601 ○菜の花ホール　@33-0354
○夢工房　@33-1540 ○GOGOドーム　@33-0343 ○五色洋ランセンター　@33-0261

〔
ゆ
〜
ゆ
〜
フ
ァ
イ
ブ
〕

オ
ー
プ
ン
７
周
年
を
記
念
し
て
、

入
浴
回
数
券
を
ご
購
入
の
方
に
、
さ

ら
に
利
用
券
２
枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
お
得
な
こ
の
セ
ー
ル
を
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
発
売
期
間

12
／
21
∂

〜
23
¥

◇
価
　
　
格

６
０
０
０
円
　

＊
65
歳
以
上
の
回
数
券
は

５
０
０
０
円

〔
五
色
洋
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
〕

お
正
月
の
玄
関
を
飾
る
「
松
竹
梅

蘭
の
寄
せ
植
え
」
は
い
か
が
で
す
か
。

松
、
竹
、
梅
、
蘭
、
南
天
、
福
寿
草

な
ど
、
お
正
月
に
は
か
か
せ
な
い
寄

せ
植
え
で
す
。

◇
体
験
日

12
／
28
∂

10
時
〜

◇
料
　
金

８
０
０
０
円

◇
申
込
締
切

12
／
21
∂

◇
募
集
人
数

先
着
10
名

◇
お
申
込
み

五
色
洋
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

〔
五
色
洋
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
〕

お
正
月
用
の
「
胡
蝶
蘭
と
松
竹
梅

の
生
け
花
」
は
い
か
が
で
す
か
。
竹

の
器
に
松
、
梅
、
胡
蝶
蘭
、
笹
、
千

両
な
ど
を
生
け
ま
す
。
お
正
月
の
飾

り
に
最
適
で
す
。

◇
体
験
日

12
／
28
∂

14
時
〜

◇
料
　
金

３
０
０
０
円

◇
申
込
締
切

12
／
21
∂

◇
募
集
人
数

先
着
20
名

◇
お
申
込
み

五
色
洋
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

〔
夢
工
房
〕

今
年
の
締
め
く
く
り
に
、
ご
自
分

で
打
つ
年
越
し
そ
ば
は
い
か
が
で
す

か
。
１
卓
で
約
４
人
前
の
お
そ
ば
が

出
来
上
が
り
ま
す
。

◇
体
験
日

①
12
／
30
∏

10
時
〜
　

オ
ー
プ
ン
７
周
年
記
念

入
浴
回
数
券
セ
ー
ル

お
正
月
用
生
け
花
体
験

お
正
月
用
寄
せ
植
え
体
験

②
12
／
30
∏

14
時
〜

③
12
／
31
π

10
時
〜

◇
体
験
料

２
０
０
０
円

◇
募
集
人
数

各
先
着
10
卓

◇
お
申
込
み

夢
工
房

〔
浜
千
鳥
〕

ご
家
庭
で
な
か
な
か
体
験
で
き
な

い
、
臼
と
杵
を
使
う
餅
つ
き
で
す
。

お
子
様
連
れ
で
の
体
験
、
写
真
撮
影

や
見
学
は
ご
自
由
で
す
の
で
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◇
体
験
日

12
／
31
π

16
時
〜

◇
場
　
所

浜
千
鳥
レ
ス
ト
ラ
ン
前

◇
体
験
料

無
料

◇
お
問
い
合
わ
せ

浜
千
鳥

年
末
年
始
も
休
ま
ず
営
業
し
ま
す

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
五
色
各
施
設

は
、
年
末
年
始
も
休
ま
ず
営
業
い
た

し
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
越
し
そ
ば
打
ち
体
験

大
晦
日
餅
つ
き
体
験
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情
報
ひ
ろ
ば

お
知
お
知
ら
せ
・
募
集
募
集
�

大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自

ら
が
責
任
あ
る
生
き
方
を
し
て
い
こ

う
と
す
る
青
年
を
祝
う
「
成
人
式
」
を

行
い
ま
す
。

◆
日
時

平
成
16
年
１
月
11
日
∂

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

◆
場
所

五
色
町
民
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
申
込
期
限

12
月
25
日
∫

※
町
内
に
住
民
票
の
あ
る
方
に
は
案

内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
就

職
・
就
学
等
で
転
出
さ
れ
た
方
で

五
色
町
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望

す
る
方
は
左
記
に
申
込
・
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

五
色
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

@
33
―
０
１
６
０（
内
線
２
７
９
）

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

手
作
り
の
野
菜
、
お
正
月
用
品
を
販

売
し
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

◆
日
時

12
月
27
日
º

午
前
９
時
〜

小
雨
決
行

◆
会
場

五
色
町
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

◆
問
い
合
わ
せ
先

五
色
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局（
役
場
社
会
教
育
課
）

@
33
―
０
１
６
０

連
絡
く
だ
さ
い
、他
で
は
聞
け
な
い
、

海
の
話
や
車
の
話
を
届
け
ま
す
。

○
出
前
講
座
と
は

職
員
が
直
接
地
域
に
出
向
き
お
話

し
を
し
ま
す
。
講
演
料
は
無
料
で
す

が
、
旅
費
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

○
講
座
一
覧

《
皆
さ
ん
に
》

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
地
球

温
暖
化
・
神
戸
港
・
営
業
倉
庫

《
高
校
生
以
上
向
け
》

車
の
不
正
改
造
防
止

《
中
学
生
向
け
》

内
航
海
運

《
小
学
生
向
け
》

物
流
・
造
船
・
船
員

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
神
戸
運
輸
監
理
部

広
報
対
策
官

@
０
７
８
―
３
２
１
―
３
１
４
１

J
０
７
８
―
３
２
１
―
３
１
４
０

http://w
w
w
.kbm

.m
lit.go.jp/

dem
ae/dem

ae2003.pdf

※
開
催
日
の
１
ヶ
月
前
ま
で
に
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間

○
教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生

12
月
15
日
∑

〜平
成
16
年
２
月
29
日
∂

◆
教
養
学
部

○
学
生
の
種
類

・
全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、

「
学
士（
教
養
）」の
学
位
の
取
得
を

目
指
す
学
生
）

・
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
す
る
学
生
）

・
科
目
履
修
生（
１
学
期
間
「
６
か
月
」

在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

す
る
学
生
）

○
特
徴

・
「
学
士（
教
養
）」の
学
位
が
取
得
で

き
ま
す
。（
全
科
履
修
生
）

・
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学

で
き
、
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業

等
の
幅
広
い
分
野
の
科
目（
約
３
０

０
科
目
）か
ら
学
べ
ま
す
。（
選
科
・

科
目
履
修
生
）

・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
か
ら

も
３
年
次
編
入
学
が
で
き
ま
す
。

（
全
科
履
修
生
）

・
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
看
護
師
学
校
養
成
所
２
年
課
程（
通

信
制
）の
教
育
内
容
に
対
応
可
能
な

授
業
科
目
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
大
学
院

○
学
生
の
種
類

・
修
士
科
目
生（
１
学
期
間
「
６
か
月
」

在
学
し
、
自
分
の
学
習
・
研
究
し
た

い
科
目
を
選
択
し
て
１
科
目
か
ら

履
修
す
る
学
生
）

○
特
徴

・
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学

で
き
ま
す
。（
修
士
科
目
生
）

・
総
合
文
化
・
政
策
経
営
・
教
育
開

発
・
臨
床
心
理
の
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

・
現
職
教
員
の
方
等
の
専
修
免
許
状

取
得
に
利
用
で
き
ま
す
。

◆
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

@
０
７
８
―
８
０
５
―
０
０
５
２

◆
受
付
期
間

12
月
１
日
∑

〜平
成
16
年
１
月
15
日
∫

◆
選
考
日

平
成
16
年
１
月
28
日
π

◆
募
集
対
象

障
害
を
有
す
る
人
等
で
、
一
般
の

能
力
開
発
施
設
に
お
い
て
訓
練
を
受

講
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

◆
訓
練
科
目（
訓
練
期
間
）

臨
床
検
査
科（
３
年
間
）

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科（
２
年
間
）

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科（
１
年
間
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科（
１
年
間
）

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科（
１
年
間
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

２
０
０
４
年は

た
ち
を
祝
う
会

花
老
お
い
お
い
ふ
れ
あ
い
歳
の
市

障
害
者
訓
練
生
募
集

神
戸
運
輸
監
理
部
出
前
講
座

放
送
大
学
学
生
募
集



今年も狩猟のシーズンです
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兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

@
０
７
２
―
７
８
２
―
３
２
１
０

◆
日
時

平
成
16
年
１
月
15
日
∫

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所

伊
弉
諾
神
宮
境
内

◆
内
容

農
林
水
産
物
豊
穣
豊
漁
祈
願
祭
、

農
林
水
産
物
の
展
示
即
売
会
等

◆
問
い
合
わ
せ
先

淡
路
農
林
水
産
祭
事
務
局

@
22
―
３
５
４
１

淡
路
農
林
水
産
祭

今年も狩猟のシーズンです
ハンターの皆さんはルールを守り、地域の皆
さんは気をつけて事故ゼロをめざしましょう。

11月15日～平成16年2月15日までの間、
狩猟が解禁となります。

悪
質
セ
ー
ル
ス
マ
ン撃

退
１０
か
条

①
「
何
か
用
？
」
し
っ
か
り
聞
こ
う
、
身
分
と
要
件

②
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
と
き
は
ド
ア
を
閉
じ

③
「
も
う
か
り
ま
す
」
そ
ん
な
言
葉
に
ご
用
心

④
「
怪
し
い
ぞ
」
人
の
ふ
と
こ
ろ
聞
く
業
者

⑤

勇
気
だ
し
、
は
っ
き
り
言
お
う
「
い
り
ま
せ
ん
」

⑥

し
つ
こ
い
な
、
そ
ん
な
相
手
は
１
１
０
番

⑦

迷
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
相
談

⑧

サ
イ
ン
し
て
、
後
で
し
ま
っ
た
も
う
遅
い

⑨

契
約
は
し
て
も
お
金
は
後
払
い

⑩

あ
な
た
自
身
で
す
、
自
分
の
財
産
守
る
の
は

兵
庫
県
警
察
本
部

自動車税の徴収強化!!自動車税の徴収強化!!
12月は「自動車税徴収強化月間」として、給与・預

金の差押え、休日徴収、夜間徴収などの取組を特
に強化しています。
未だ支払っていない方は、至急お支払いください。

淡路県民局洲本県税事務所

延滞金加算中（年14.6％）

兵庫県立淡路病院
救急センターのご利用にあたり

急な病気やケガなどの時は、まず最寄りの
「かかりつけ医」・「休日診療所」へご連絡を

「かかりつけ医」・「休日診療所」

○洲本市休日等応急診療所
@24－6340

○津名郡休日応急診療所
@62－0285

○三原郡休日診療所
@53－1536

県立淡路病院　救急センター
◆当救急センターは、重症の患者様を中心に受け入れる病院であ
り、夜間診療所ではありません。原則として、「かかりつけ医」・「休
日診療所」からの紹介により入院や緊急の手術が必要な方、脳疾
患・心臓疾患などで命に関わる病気やケガの方に対処するところ
です。
◆診察の順番は、急を要する患者様を優先して診療します。
兵庫県立淡路病院 @22－1200（平日）

@23－2700（夜間・休日）

第
２６
回
元
旦
歩
こ
う
会

○
期
　
日

平
成
16
年
１
月
１
日
（
祝
）

《
雨
天
中
止
》

○
場
　
所

洲
本
市
　
先
山
千
光
寺

○
歩
く
コ
ー
ス
と
予
定
時
間

・
往
路
＝
鮎
原
塔
下
公
会
堂→

→

先
山
千
光
寺
本
堂

（
10：

00
出
発
）

（
11：

30
到
着
）

・
復
路
＝
先
山
千
光
寺
本
堂→

→

鮎
原
塔
下
公
会
堂

（
12：

30
出
発
）

（
13：

30
到
着
）

○
内
　
容

鏡
割
り
、
お
年
玉
抽
選
会
、
記
念
撮
影

※
雨
天
の
場
合
、
当
日
、
午
前
７
時
に
有
線
放
送
電
話
の
告
知
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
帰
り
の
バ
ス
は
鮎
原
塔
下
公
会
堂
を
午
後
１
時
30
分
出
発
の
予
定
で
す
。

③
号
車（
淡
路
交
通
）

鳥
飼
防
災
セ
ン
タ
ー
前

９：

20

①
号
車（
淡
路
交
通
）

鳥
飼
小
学
校
前

９：

20

上
堺
供
養
石
前

９：

20

Ｊ
Ａ
五
色
丘
支
店
前

９：

25

上
堺
バ
ス
停
前

９：

25

札
の
辻
バ
ス
停
前

９：

30

堺
小
学
校
前

９：

25

五
色
中
学
校
前

９：

40

喜
住
バ
ス
停

９：

30

淡
路
学
園（
老
大
）前

９：

45

広
石
会
館
前

９：

30

鮎
原
保
育
園
前

９：

50

広
石
八
幡
神
社
前

９：

35

④
号
車（
淡
路
交
通
）

五
色
中
学
校
前

９：

40

町
民
セ
ン
タ
ー

９：

40

淡
路
学
園（
老
大
）前

９：

45

鮎
原
吉
田
バ
ス
停
前

９：

45

鮎
原
保
育
園
前

９：

50

天
神
バ
ス
停
前

９：

50

②
号
車（
淡
路
交
通
）

⑤
号
車（
町
マ
イ
ク
ロ
）

鳥
飼
奥
の
内
バ
ス
停
前

９：

20

広
石
北
公
会
堂
前

９：

25

鳥
飼
浜
ふ
る
さ
と
会
館
前

９：

25

大
日
熊
野
神
社
前

９：

30

角
川
ふ
る
さ
と
会
館
前

９：

35

万
歳
県
住
前

９：

35

町
民
セ
ン
タ
ー
前

９：

40

町
民
セ
ン
タ
ー
前

９：

40

バ
ス
運
行
予
定
時
刻
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◎年末の汲み取りについては�
�
�
五色町許可業者　淡路清掃㈱　　　@45-0413�
　　　　　　　　洲本衛生公社　　@22-0098�
　　　　　　　　郷土美化ワールド　　@52-0451

し尿の汲み取りについて�

※年始は、1月5日（月）から始めます。�

12月30日（火）までです。�

◎飼い犬の引取については�
�
�
�
※野犬に襲われた場合などは、すぐに役場生活環�
　境課へ連絡してください。�

犬の引取について�

役場生活環境課（@33-0160）�

年末は12月22日（月）午前中まで�
年始は 1 月 6 日（火）から�

ゴミの収集について�
�

もえるゴミについて�
　12月31日πまで通常どおりのコースで収集いたしますが、
夕陽ヶ丘クリーンセンター（ゴミ焼却場）の受け入れ時間
の都合上、30日∏31日π収集地区については30分早め
に出してください。�
�

もえないゴミについて�
○粗大ゴミについては、特別収集いたしますので、12月
23日¥までに粗大ゴミ置き場へ出してください。�
○分別（リサイクル）ゴミについては、通常どおり収集い
たします。�

・12月23日¥　第4週目�
　出すもの…アルミ・スチール缶、危険物、その他不燃物�
・1月4日∂　第1週目�
　出すもの…アルミ・スチール缶�
◆家電リサイクル法施行により、テレビ・冷蔵庫・洗濯機・
エアコンの4品は、絶対にゴミ置き場に出さないこと。す
べて小売店に引き取ってもらいましょう。（有料）�
◆年末は、燃えないゴミが多くなり年内にすべて収集でき
ない場合があります。早い日に出すようにしましょう。�
◆洲本市奥畑の「広域粗大ゴミ処理場」（有料）�
（広域粗大ゴミ処理場への持ち込みは、12月30日∏の
午前中までです。）年始は1月5日∑からです。�
◆ふとん、じゅうたん、畳、敷物類は、粗大ゴミ置き場へ出
せません。直接、町ごみ焼却場へ持ち込んでください。（有
料）�
※上記以外の日にゴミを処分したい場合は、12月31日π

午前中までに、都志万歳の「五色町リサイクルセンター（町
旧ゴミ焼却場）」（@33-0250）まで持ち込んでください。�
�

年始のゴミ収集について�
  1月5日∑より通常どおり収集いたします。�
�

問い合わせ先　役場生活環境課（@33-0160）�

兵庫県の最低賃金改正のお知らせ�

（注）産業別最低賃金の日額は、今回の改正で廃
止されました。�

（注）業務・年齢等により産業別最低賃金の適用
が除外され兵庫県最低賃金が適用される場
合があります。�

※詳しくは、兵庫県労働局労働基準部賃金課�
 （@078-367-9154）までお問い合せください。�

☆地域別最低賃金→平成14年 9月 30日より�

☆産業別最低賃金→平成15年 12月 1日より�

兵 庫 県 最 低 賃 金 �
時 間 額 �

675円�

最低賃金の件名（適用業種） 時間額�

繊維工業、靴下製造業 732円�

塗料製造業 833円�

鉄鋼業 803円�

一般機械機器具製造業 795円�

電機機械器具製造業、情報通�

信機械器具製造業、電子部品 759円�

・デバイス製造業�

輸送用機械器具製造業 830円�

計量器・測定器・分析機器・ 
763円

�

試験機・測量器械器具製造業�

各種商品小売業  740円�

自動車小売業 778円�

ゆとりと思いやり運転の励行を！�
～年末の交通事故防止運動～�

津 名 西 警 察 署 �

期間：12月1日～12月31日�

運動初日の12月1日は、�

　「交通安全意識を高める日」です。�

《運動の重点》�

重点1　夕暮れどき・夜間の交通事故防止�

重点2　高齢者の交通事故防止�

重点3　飲酒運転・速度超過による交通事故防止�
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〈1月〉�

〈図書館カレンダー〉�

・
　
　
が
休
館
日
で
す�

・
開
館
時
間
　
午
前
10
時
〜�

　
午
後
6
時（
金
曜
日
の
み�

　
午
後
7
時
ま
で
）�

行事のお知らせ�
●ビデオ上映会〈毎月第2土曜日〉1月10日（土）　11：00～�
●おはなし広場〈毎月第3土曜日〉1月17日（土）　13：30～�
●えるる倶楽部（毎週土・日曜日）絵本などの読み聞かせ�
　　　　　　　　　　　　　　11：00～、14：00～（2回）�
※行事が重なる場合は変更あり�

日�月�火�水�木�金�土�
3�
10�
17�
24�
31

2�
9�
16�
23�
30

1�
8�
15�
22�
29

�
7�
14�
21�
28

�
6�
13�
20�
27

�
5�
12�
19�
26

�
4�
11�
18�
25

町立図書館 えるる五色 @32－1693

町立図書館�

えるる五色�

　身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者
保健福祉手帳の交付を受けられている方に
対し、携帯電話の基本使用料、通話料、メー
ル通信料等の割引制度ができました。�
　詳しくは、各携帯電話会社にお問い合わ
せください。�

ご存じですか？�
障害者への携帯電話割引サービス�
�
�

障害者割引制度の改正及び手続きについて�
～有料道路における障害者割引制度が改正されます～�

１．改正概要�
∏割引証を廃止し、新たに割引の有効期間を記載する手続きを行った身
体障害者手帳又は療育手帳のみで割引適用�
　（旧制度（割引証と手帳）での通行は、平成16年5月31日までとなります
ので、平成15年12月1日以降にすべての方が新規に手続きを行う必要があ
ります。）�
πＥＴＣノンストップ走行時の割引適用�
　（ＥＴＣをご利用の方につきましては、平成15年12月1日以降に所定の手
続きを行って下さい。）�

２．改正時期�
∏手帳のみで割引適用…平成15年12月1日∑～�
πＥＴＣノンストップ走行時の割引適用…平成16年1月20日∏～�

詳しくは、役場住民課　@３３－０１６０�

【ご利用までの流れ】�
●通常利用の場合 ●ETCノンストップ利用の場合�

ETCカード（原則本人名義）申込、車載器取付�

ETC利用対象者証明書の交付を受ける�

事業者へ登録申込（所定の封筒で郵送）�

登 録 済 結 果 通 知 �

市 町 村 福 祉 事 務 所 等 へ 申 請 �

手帳に「割引対象である旨」「車体番号」「割引有効期間」の記載を受ける�

割 引 制 度 の 利 用 開 始 �
�

呈示し料金支払い料金所で手帳を� ＥＴＣレーンをノンストップで通行�

洲本市休日等�
応急診療所�

奥村小児科医院�

三根医院�

たなか医院�

とみもと小児科医院�

大橋医院�

12月31日π�

1月 1日∫�

1月 2日ª�

1月 3日º�

1月 4日∂�

洲本市物部�

洲本市栄町�

緑町広田�

津名町志筑�

北淡町育波�

診療時間�

午前９時～12時（正午）�

22－3623�

24－0030�

45－1599�

（0799）62－6266�

（0799）84－0066

津名郡休日�
応急診療所�

柳澤医院�

津本診療所�

神陽台クリニック�

たかたクリニック�

五色診療所�

鮎原診療所�

堺診療所�

医療機関の診察日�○：診察している日　×：診察していない日� A　9：00～11：30　B　13：00～16：30　C　18：00～21：30

医療機関� TEL 12月�
24日π�

12/20～�

12月�
25日∫�

12月�
26日ª�

12月�
27日º�

12月�
28日∂�

12月�
29日∑�

12月�
30日∏�

12月�
31日π�

1月�
1日∫�

1月�
2日ª�

1月�
3日º�

1月�
4日∂�

1月�
5日∑�

年末年始医療機関の診療について�

小児救急患者診療�

24－6340

（0799）�
62－0285

34－0033

34－0351

32－1484

30－2272

33－0597

32－0530

35－0560

×� ×� ×� ×� ○� ×� ×� ○� ○� ○� ○� ○�

○� ○� ○� ○� ○� ○�

×�

×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×�

○�○ ×�○�
○  ×�×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ○�

○�○ ×�○�
○  ×�×� ○� ○� ×� ×� ×� ×� ×� ○�

○�○ ×�○�
○  ×�×� ○� ○�○ ×�×� ×� ×� ×� ○�

○ ×�
× ○�○� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ○�

○ ×�
× ○�○� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ○�

○ ×�×�
○  ×�×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×�○ ×�

Ｃ�Ｂ�Ａ�

○�×�×�

Ｃ�Ｂ�Ａ�

○�○�×�

Ｃ�Ｂ�Ａ�

○�×�×�

Ｃ�Ｂ�Ａ�

○�○�×�

Ｃ�Ｂ�Ａ�

○�×�×�

Ｃ�Ｂ�Ａ�

○�×�×�

Ｃ�Ｂ�Ａ�

○�×�×�

◆問い合わせ先�
　健康福祉総合センター�
　　　　　　　@33－0596
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１月８日∫ 健康福祉総合センター
21日π 鮎原健康管理センター

時間：午後1時30分～
※事前に予約してください（@33－0503）
※専門医師が相談に応じます

１月８日∫ 保健センター
時間：午前9時15分～
※対象年齢は決まっていません。どなたでもお越しください
※来られるときは事前にご連絡ください
※母子手帳をお持ちください

１月６日∏ 健康福祉総合センター
20日∏ 〃

時間：午前9時30分～11時

１月７日π 保健センター
受付：午後1時15分～1時30分
対象：平成12年11月～12月生まれ
※問診票、母子手帳をお持ち下さい

１月22日∫ 保健センター
受付：午前9時15分～9時45分
対象：平成15年1月～2月生まれ
※問診票、母子手帳をお持ち下さい

１月25日∂ 町民センター
受付：午前8時～11時30分
※受診表をお持ちください

上記の問い合わせ先：保健センター（@33－0596）

平成１６年1月の健康づくり事業（予定）

母子手帳交付

広報ごしきは再生紙を利用しています。

●役場・教育委員会 @33－0160
●健康福祉総合センター@33－0503
●地域福祉センター@35－1166
●淡路五色ケーブルテレビ@32－0486
●五色診療所 @33－0597
●鮎原診療所 @32－0530
●堺診療所 @35－0560
●トレーニングセンター @33－1254

●ウェルネスパーク五色 @33－1600
●ゆ～ゆ～ファイブ @33－1601
●Go Go ドーム @33－0343
●中山間総合活性化センター@32－1211
●アスパ五色 @34－1177
●町立図書館「えるる五色」@32－1693
●五色町児童館（すこやか子育てセンター）

@32－1433

ハイハイ教室

こころの相談

子育て相談

3歳児健診

この欄に掲載を希望されない場合は届出の際に申し出て下さい。

おめでた
〈出　生〉出生届は生まれた日から14日以内に

おくやみ
死亡届は死亡の日から7日以内に

あかちゃん

赤松　　駿
しゅん

空處　元気
げんき

空處　勇気
ゆうき

山　　奨太
しょうた

萩原　章彦
あきひこ

増本　桃花
ももか

山崎晴志郎
せいしろう

誕生日

11月８日

11月10日

11月10日

11月10日

11月13日

11月18日

11月18日

保護者

寿

満

満

仁　義

伸　彦

吉　浩

裕　司

地　区

南　谷

都　志

都　志

鳥飼浦

鳥飼浦

神　陽

原西

な　ま　え

上岡　　勇

登　さよ子

齋藤　陽子

玉井　道夫

東　　　豊

田　　登

仲野　鈴枝

水坪はつ子

木下　一枝

木谷ゑみ子

齋藤　弘志

田中こすぎ

浦島　　正

小川　大介

舩瀬　修一

平田まつゑ

死亡日

11月１日

11月６日

11月10日

11月11日

11月11日

11月12日

11月13日

11月13日

11月15日

11月19日

11月22日

11月22日

11月23日

11月25日

11月27日

11月28日

年齢

90歳

78歳

81歳

67歳

52歳

86歳

82歳

81歳

79歳

71歳

52歳

94歳

79歳

26歳

58歳

96歳

地　区

葛　尾

鳥飼上

広石上

神　陽

原西

南　谷

鳥飼浦

原上

鳥飼浦

都　志

鳥飼浦

鳥飼浦

広石上

南　谷

鳥飼浦

都　志

－五色町役場税務課－

町県民税
国民健康保険税

納期限は

12月25日∫ です。

第３期

冬期町ぐるみ健診

〈婚　姻〉

新　郎

奥村　公敏

吉田　尚司

紺原　正章

新　婦

藤田　晶子

神代美千代

原　久美子

届出日

11月１日

11月15日

11月25日

地　区

原下

南　谷

鳥飼上

製造事業所の皆様へ
統計調査にご協力ください

平成15年工業統計調査を12月31日現在で行います。
調査の実施に当たっては、本年12月から来年1月にかけて調査員がお
伺いします。
なお、調査票に記入していただいた内容については、統計法に基

づき秘密が厳守されますので、正確なご記入をお願いします。
経済産業省 ・ 兵庫県 ・ 五色町


